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たくさん学んで 成長した 2024年度 
 

 3月 13日は、修了式です。約 200日の授業を行い、2024年度の教育活動が終了します。 

この 1年間を写真で振り返ってみましょう。写真はいつのどんな行事が覚えていますか。 
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 ①始業式 

 ②こいのぼり集会 

 ③水泳大会 

 ④海の遠足 

 ⑤学習発表会                            ④ 

 ⑥獣医師方今 

 ⑦運動会                ⑤ 

 ⑧ラリーカー見学 

 ⑨クラブ（テニス） 
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３年間 ありがとうございました 
 ３月をもって、太田育宏教諭が離任いたします。在任中は、お世話になりました。太田教諭からの

メッセージです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025年度に向けて 
 先日、新聞を読んでいたら、驚いたことがあります。大人の皆さんは小中学

校の時は給食があり、牛乳がついていたと思います。私が日本にいた頃は牛乳

はビンから紙パックに替わり、紙パックの牛乳にストローをさして飲んでいま

した。それが今は、パック牛乳からストローがなくなり、パックから直に牛乳

を飲むか、紙などのストローに変わってきているそうです。変わった理由は、

ストローなどのプラスチックがミクロプラスチックになり、海洋汚染の原因な

るからです。その汚染を防止し、ウミガメなどの海洋生物の体内にプラスチック類が溜まることを防

ぐためだそうです。そしてこのストロー廃止を自治体の区長や教育長に 3万人分の署名とともに提出

したのが、小学生ということを知り驚きました。 

 なぜ驚いたかをよく考えてみると、この小学生の素晴らしい点が見えてきました。 

①今世界で何が起こっているか、情報を集め、原因を調べた。 

②問題解決のために、自分が何ができるのか考えた。 

③考えたことを実践し、多くの人に自分の考えを伝えた。 

2025年度の目標が一つできました。①～③に挙げた力を在校生にも身につけてほしいと思います。そ

のためには、学校はどうしたらよいか、じっくり考えていきます。考えた結果について、今後の学校

だよりでお伝えします。 

終わりになりますが、今年度 1年間、日本人会の会員の皆様には、行事への参加など、多くのご支援

をいただきました。ありがとうございました。来年度も引き続き、ご支援を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

 

今後の主な予定 

4月  7日（月）始業式 学校説明会 

27日（日）第 1回学校運営委員会 

太田 育宏 先生より 

 何も変わらず 4月から新学期が始まり、

一緒
いっしょ

に弁当を食べる日々が続くかもしれない

という心のどこかで考えている自分がいま

す。みなさんと過ごす毎日は、かけがえのな

いものでした。思い出を胸
むね

に、ともに新しい

生活に向けて歩き出しましょう。短い間でし

たが、ありがとうございました。 

2024年度の学習発表会より 

2030年の太田校長先生（左端） 


